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《シンポジウム概要》

《趣旨説明》

　加藤：知財大学院10周年記念シンポジウムを開会させていただきます。総

合司会ならびに開会のあいさつは、国士舘大学法学部、最先端技術関連法研

究所長の加藤直隆が行います。

 シンポジウム 

第 1部　知財大学院「回顧と成果」

　パネルディスカッション

　　�活躍する知財大学院OB・OG11名：中国から知財大学院OB弁護士馬鉄氏特別

参加、弁理士・企業知財部・特許庁・INPIT などで活躍中

　司会　飯田昭夫教授（総合知的財産法学研究科長）

第 2部　知財大学院「展望と可能性」

　パネルディスカッション

　テーマ①：現職警察官の再教育と知財大学院の可能性

　　　　講師　江崎澄孝氏（元神奈川県警本部生活安全部長）

　　　　　久保田裕氏（コンピュータソフトウェア著作権協会専務理事）

　テーマ②：職業実践力育成と知財大学院の可能性

　　　　鷹取政信教授、三浦正広教授、本山雅弘教授

　司会　飯田昭夫教授（総合知的財産法学研究科長）

《最先端技術関連法研究所 主催� �
 知財シンポジウム　報告》

� 共催　国士舘大学法学部・大学院総合知的財産法学研究科
� 2015年10月31日（図書館地下 1階 多目的ホール）

テーマ「�知財大学院10年の回顧と展望� �
─これまでの成果とこれからの可能性─」
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　趣旨説明：「大学院の10年の回顧と展望─これまでの成果とこれからの可

能性」と題しまして、第一部は、活躍する知財大学院OB・OGによるパネ

ルディスカッションを行います。第二部においては、知財大学院の「展望と

可能性」ということで、第 1テーマは「現職警察官の再教育と知財大学院の

可能性を探る」というテーマで行います。第 2 テーマについては、「職業、

実践力育成に向けたこれからの知財大学院教育のあり方」ということで、本

学、大学院総合知的財産法学研究科において、知財専門科目を担当する飯田

昭夫先生、鷹取政信先生、三浦正広先生、本山雅弘先生の 4教授によるパネ

ルディスカッションというかたちで行います。

　法学部の最先端技術関連法研究所というのは、今から13年ほど前に国士舘

大学法学部に新しい分野、具体的には情報・企業・消費者という三つのキー

ワードをテーマに、技術革新の中で新しい分野の法学教育を進めるのだとい

うことで、法学部に現代ビジネス法学科を開設いたしました。その開設に先

立って、2001年11月に法学部に設置されたのが最先端技術関連法研究所であ

ります。その研究所紀要の『最先端技術関連法研究』という創刊号には、当

時の西原春夫国士舘大学理事長、それから当時の学長三浦信行（現学長）、

それから元法学部長の渡辺則芳の 3先生が研究所の意義づけを記されており

ます。具体的にその中の一節をここでご紹介すると、「法学部では憲法を基

本とした体系的な法学教育を実施し成果を挙げています。しかしながら国際

化、情報化が進む現代の社会では、従来の法制度、法解釈では解決しきれな

い問題が多数発生してきております。そのため、この分野ではこれまでの我

が国の伝統的な枠では対応しきれない、新しい法学教育も急務となっており

ます。このような状況の中で、私どもの法学部では、時代のニーズに合った

ビジネス・消費者・情報に視点を置いた新しい法学教育の必要性を模索して

きました。現代のビジネス関連法を総合的に教育研究する新学科の中でも、

最先端技術に特化した分野に焦点を合わせて、そこに関連する法ならびにそ
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の分野の基礎的な研究を行う」ことを目的にして、この最先端技術関連法研

究所というものは開設されたわけです。

　そして、それに引き続き総合知的財産法学研究科という大学院が現代ビジ

ネス法学科の上に開設され、そして、今年度開設10周年を迎えます。私は飯

田研究科長とともに議論しながら、本日のシンポジウムを用意しました。そ

の趣旨は、これからの IT、バイオ、さまざまな技術革新分野の中で知的財

産権というものがこの情報基盤社会、新しいグローバルな国家戦略の構築に

とって、必要不可欠な重要な領域であると、そして、その重要な領域に向け

て、我が知財大学院は10年間、国士舘大学の建学の精神を踏まえて、あの松

下村塾の熱気を知財大学院の中に植え込んで、ITを活用した講義録収録シ

ステムを活用し、また、PBL・アクティブラーニング、そして弁理士事務所

におけるエクスターンシップという知財現場の実務教育を必修化してやって

きたこの10年の教育成果、そして、華々しいOB・OGを輩出したこの我が

知財大学院の成果をしっかり国士舘大学の中に広め、今後の大学院の新たな

方向性を提示し、そして我々が知財教育の重要性を再度社会にアピールして

いく、その出発点にしたいということで、本日のシンポジウムを用意しまし

た。

　現在日本の社会の中では、知財教育の重要性が叫ばれ、そしてさまざまな

大学が知財教育に取り組んでおります。飯田研究科長とともに、国士舘大学

付属中学・高校においても知財教育を推進するべきであると、その準備を進

めております。そういう情況下でこの知財大学院が、知的財産の創造・保

護・活用の三つの側面で、しっかり知財フロンティアとなるべく新たな知識

人を養成するという教育を、しっかり展開していかなければならないという

ことを確信しております。そして来年度、知財大学院＋法学部とコラボする

かたちで、理工学部においても「科学技術と知的財産法」の入門講座（知財
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教員合同のオムニバス講座）という科目を設置することがはっきり承認され

ました。今、同じくそういった科目について、経営学部とも共同してできな

いのかというかたちで、本学の中に学部横断型の共通科目を、知財を軸に展

開していこうという活動も模索しております。

　今日はそういう大学院における社会人再教育や、知財教育の中・高・大学

教育のあるべき姿、すなわち高等学術教育の中の位置付けという点からも二

部でお話しをいただこうと思います。

《第 1部　社会に羽ばたく知財大学院OB・OGの活動》

　飯田：総合知的財産法学研究科研究科長、飯田でございます。法学部の方

では通常授業を教えておりますので、皆さん馴染みが深いのではないかと思

いますが、まず、今加藤先生からお話しがありましたように、知的財産につ

いての日本をリードする大学、そして大学院というものを作っていこうとい

う熱意のもとで今まで進んでまいりました。今日は、実はあまり時間がない

ということもありますので、少しだけ歴史的なところをお話しさせていただ

きます。

　平成17年、総合知的財産法学研究科設置の許可が12月に下りました。平成

18年 4 月に第 1期生入学。20年 3 月に第 1期生修了。27年 4 月、第10期生入

学。来年（28年）の 3 月に 8 期生が卒業（修了）ということになるわけで

す。ただこの10年間、実際には大学院を出てからという考え方が正しいので

すが、その間、国士舘としては今までなかったような偉業を本知財大学院に

おいて、国士舘大学出身の皆さん、あるいは外部の大学から来られた皆さん

が達成してまいりました。その修了後の社会での仕事を皆さんに知っていた

だきたいと思います。

　知的財産の勉強をすると何に使えるのということを、まず第一部で知って
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いただきたいと思います。

　今日ははるばる中国から馬君に来ていただきました。馬君には時間を10分

間、あるいはもうちょっと時間をあげて説明していただきたいと思います。

それから少し予定を変更しまして、第二部の後半の部分におきまして、多分

全員のご紹介ができないと思いますので、二部の方で皆さまからのディスカ

ッション、あるいは質問を受ける時間を作りたいと思っています。今日はう

れしいことに、ここの壇上に上がっておられる方以外にも、知財大学院出身

で、ここに駆けつけていただいておりますOBの方もお見えになられます。

映画制作会社でお一人で著作権を全部処理しているという女性、……弁理士

やいろいろな方々がみえられますので、話題が振れればそういう方々からも

お話を頂きたいと思います。

　弁理士試験につきましては、総合知的財産法学研究科出身の延べ合格者

は、今年合格者の内田君を入れますと 9 名、ただその内 1 名は資格免除者

（特許実務経験）という方もおられますので、正規試験受験の合格者は 8名、

ちょうど修了生 8期目でだいたい毎年 1名合格者輩出というかたちになって

います。ただ、弁理士にならない人でも、民間企業とか特許庁、内閣府、そ

れから独立行政法人、あるいは特許事務所。中国から来ている方は、中国の

特許事務所に入った方が非常に多いのですが、そういう活躍をして、日本と

中国の橋渡しをされていて、皆さん頑張っておられるということです。

　それからもう一つ、この国士舘大学は知的財産、特に法律系に関しては

「知的財産に関する大学なのだね」という定評がかなり浸透してきておりま

す。これは、あとで内田君の今年の弁理士試験、面接試験の体験談からも出

てくると思いますが、国士舘と言えば「知財」という言葉が知財の実務関係

者の言葉の端々に出てまいります。

　大学院はこのように、非常にうれしい結果を出しているのですが、学部の

学生の方も、実はそれ以上の成果を挙げています。それは知的財産管理技能
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検定 3 級におきまして、全国で東大を抜いて第 1 位というときもありまし

た。だいたい 1～ 5位の間を行き来しているというようなところで頑張って

おります。

　次にOB・OGの皆さんのお話しに進んでいきたいと思いますが、現状を

一つ知っていただきたいのです。実は模倣品というとすぐに、中国が真似し

ているとか韓国が真似しているという話が出てくるのですが、実はそうでは

なくて、日本の中で売られている模倣品は日本人が作っているものが一番多

いのです。要するに日本人の知財に関する意識がまだ低いということになり

ます。外国に行けば当然日本製品はそこでストップしていますから、出てい

ないということもあります。

　現状を知りながら、これから馬君をはじめとして各諸先輩にまず自己紹

介、それから現在している仕事の内容について話しをしていただきたいと思

います。では、これから順次話を振らせていただきますので、よろしくお願

いします。まず自己紹介からお願いします。

　馬鉄：分かりました。さっき紹介していただいた馬鉄と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。私は国士舘大学総合知的財産法学研究科の第 2

期生として、2007年から2009年までマスターコースを勉強させていただきま

した。実は私は、国士舘大学法学部法律学科の卒業生でもございます。今

回、知財大学院10周年の記念シンポジウムに招聘していただきまして、卒業

生としてまことに光栄でございます。

　2001年、私は中国の大学を卒業する前、自分の将来について本当に迷って

いました。そのときに我々の留学生活というドキュメンタリー番組を見まし

た。その主人公たちの苦しい、かつ有意義な留学生活に感動いたしました。

そういう生活で自分の成長できるかなと思って留学することを決めました。

最初は日本語学校でした。日本語が全然分からなくて大変でした。日本語学
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校を卒業する前に、進学して大学で何を勉強した方が良いか悩んでいまし

た。経済か経営か、それとも法律か、本当に分かりませんでした。そのとき

に日本語学校の先生に相談しに行きました。「もしあなたの実家にはそんな

にお金がなければ、経済か経営より法律の方がよろしいでしょう」というア

ドバイスをいただきました。お父さんに確認した上、法律を勉強しようと思

いました。

　運が良くて、国士舘大学法学部法律学科に入学させていただきました。大

学の 4年間の間に法律の他、剣道 2段も取りました。大学を卒業する前に、

やはり法律の勉強に興味津々で進学しようと思いました。しかし大学院で何

を勉強した方がいいか迷っていました。そのときに事務局の金井先生、およ

び学部の先輩でおられる許さんに相談しに行きました。「じゃあ知財を勉強

したほうがよろしい」というアドバイスをいただきました。そして知財立国

という日中両国の国家戦略を考える上で、やはり知的財産を勉強しようと決

意を致しました。

　大学院で 2年間という時間が本当にあっという間に終わりました。修士論

文が本当に大変でした。就職活動も行いましたけれども、なかなか法律に関

わる仕事が見つかりませんでした。いろいろ考えた上、やはり、せっかく大

学及び大学院で 6年間法律を勉強したから、中国に戻って中国の司法試験に

チャレンジしてみようかなと思って、大学院を卒業した後すぐ中国に戻りま

した。半年間の受験勉強で運が良く受かりました。

　ご存知のように中国に進出する日系企業はたくさんあります。私はこの何

年間かの間に、日系企業との仕事もよく担当させていただきました。日本で

学んだことを中国で生かせることができて本当に良かった。そういうとき

に、いつもアドバイスをいただいた先生および先輩に、感謝の気持ちがいっ

ぱいです。

　最後にこの場を借りて、飯田先生、加藤先生をはじめ、国士舘大学総合知
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的財産法学研究科の先生たち、福永先生をはじめ国士舘大学法学部の先生た

ち、事務局の先生たち、国際交流センターの先生たち、私の指導教授である

本山先生及び、いろいろアドバイスをいただいた上原先生に感謝申し上げま

す。そして私の両親、女房にも感謝の気持ちでいっぱいです。ご清聴ありが

とうございます。どうもありがとうございました。（拍手）

　飯田：馬鉄君、折角ですのでちょっとここで質問させていただきたいので

すけれども、中国と日本の知的財産の中で、特に著作権についてシンポジウ

ムを日本でもいろいろお手伝いしていただいているし、中国でもやっていた

だいているのですが、著作権について何か具体的な、「勉強をしておいた方

がいいよ」というようなことを学生諸君に教えていただけるとありがたいの

ですが。

　馬鉄：著作権は私にとって一番難しい学問です。しかし、本当に著作権は

特許とか商標と違って、全国民に関わるものですので、これから絶対に中国

でも日本でも注目されると思います。もしみんな知的財産、とくに著作権に

ついて勉強の興味があれば、ぜひ大学院で著作権の授業をしっかり取ってく

ださい。

　飯田：ありがとうございました。かなり著作権の分野で日本と中国で活躍

されておりますけれども、非常に謙遜されていてあまり言われないので、ま

た後半の部でいろんな話を伺いたいと思います。続きまして大久保君よろし

くお願いします。弁理士試験合格をしておりまして、会社の取締役もしてい

る方です。

　大久保：ご紹介に預かりました大久保です。僕が大学の知的財産法学研究

科に入る前は、法学部の現代ビジネス法学科の出身でして、私が 2年のとき

に飯田先生が国士舘大学にいらっしゃいまして、飯田ゼミの 1期生というこ
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とになっています。その冬ぐらいまでに飯田先生の授業をゴマすりのために

全て取りまして、そこで、やはり飯田先生から教えてもらう知的財産の面白

さに気付きまして、その年の冬には弁理士試験の勉強を開始しました。大学

院に進んでから在学中に資格を取ることはできなかったのですが、卒業後 2

年ぐらいして、会社に努めながら弁理士試験の勉強を続けて、無事に合格す

ることができました。

　現時点で弁理士の仕事を私はしていないのですが、やはり法律を勉強する

ときによく言われるリーガル・マインドという、ちょっとふわふわした内容

ではあるのですが、法的な思考力というのはどの分野でも結構役立ちます。

皆さん、見ていると若い感じだと思うのですけれど、今勉強している範囲は

つながりがないというか、ポツポツやっていると思うのですが、これが三十

才ぐらいになってくると、だんだんその点がつながり出して、あのときやっ

ていて良かったと必ず思える時が来ると思います。先生方がたくさんいらっ

しゃるのでちょっとあれですが、つまらない授業が絶対にあると思うのです

が、それも耐えて、今後のために必ず役立つと思うので、しっかりと頑張っ

てやってみてください。（拍手）

　飯田：すみません。一つだけ質問ですが、実は大久保君は学部の 4年生の

ときにもう弁理士試験で相当いい成績をとられて、確か 1科目だけ駄目だっ

たのでしたね。

　大久保：そうです。

　飯田：難しい試験の時代でしたので、また振り出しに戻ってという、繰り

返しをやらなければならない時代の学生でした。学生時代はちょんまげヘヤ

ースタイルをやっているという、Web デザイナーとして非常に有名な彼で

したけれども、今は「健康美人」という、女性の方は結構Web で活用でき

るのではないかというものも開発したり運用したりされています。
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　飯田：続きまして佐々木さん、よろしくお願いします。

　佐々木：弁理士の佐々木です。私も国士舘の現ビ卒で、そのまま知的財産

法学研究科に入学したのですけれども、私も飯田先生のゼミ生でして、毎週

のように弁理士とはどういうものかという、一種の洗脳のような感じで、

「弁理士とは素晴らしい」と思うようになってきて、仕事の内容というより

も先生の自信にあふれる顔というか、弁理士としての誇りみたいなものを感

じて、内容はよく分からないし、難しいし、私はあまり頭も良くないし、ち

ょっと無理そうだなと思ったのですが、ああいうような顔をして一生仕事が

できたらいいのではないだろうかと思って一生懸命勉強をして、……。私は

弁理士の資格を取ったのは去年なので、かなり卒業してから試験浪人という

か、根性で受かったようなものなのですけれども。

　本当に大学院に行って、弁理士の試験とはまた別だと思うのですけれど

も、実務面に携わってから、あのとき言っていたのはこういうことなのだな

というので、実際に出たときにすごく役に立つ授業が多かったなと思って、

今でも毎週授業を受けに行けるときは行けるのですが、すごく授業自体は勉

強になりましたし、こうして同期とか先輩とかとつながりもあって、相談し

合いながら知財のお話しをすることができるので、そういう意味でも大学院

に行って良かったと思っています。

　飯田：拍手の前に質問します。現在、実は佐々木さんは合格してすぐに特

許事務所に入られたのですけれども、もう知的財産高等裁判所で訴訟もやっ

ておられます。それから、扱っている仕事が、彼女のいる事務所では、アッ

プル社だとか、超有名なところの仕事を彼女はしています。ですから、普通

では扱えないような仕事に弁理士になれた途端に入っていったというところ

が素晴らしいのではないかと思うのですが、何かそこらへんで一言あります

か。裁判所の話でも結構ですが。
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　佐々木：裁判所はたいしたことはなかったのですが、うちの社でアップル

の商標に関しての代理人をやっているのですけれど、特許と意匠はうちでは

ないのですが、発売前のもの、こういう商品を今度出すという中で、皆さん

分かると思うのですが、商品が出るちょっと前に誰かがリークするというの

があるので、そういうことが厳しくて、発表する前に出願するから、出願ち

ょっと前にこちらに出されるのですが、「もう明日出してくれ」とか、今日

調査して、今日できるかどうかを判断して出すというので、すごく大変なの

ですけれど、すごくいいお客さまなのですごく楽しいです。大変でもこうし

て世に出ているのを見ると、「ああ、これすごく大変だったよな。つらかっ

たよな」と思いながら、実際に並んでいるのを見てちょっと誇らしい感じは

します。ナイキとかもそうですけれども、やりがいがあります。

　飯田：ちなみに商標だけを専門にする弁理士ということでこれから活躍さ

れるのではないかな。ちょっと意匠も入ってくるかもしれないですね。商標

と意匠という、非常に法学部出身の方にとっては一番やりやすい分野の専門

になっておられます。（拍手）

　飯田：小山君です。他大学の法学部出身ですが大学院を出て弁理士になら

れて、それからすぐ理工系の大学に入って仕事をしながら理工系の勉強を楽

しんでいるかどうかというのもあるので、そのあたりのことも話していただ

けるとありがたいと思います。

　小山：ただ今ご紹介に預かりました弁理士の小山と申します。私が弁理士

を目指そうとしたきっかけは、元々大学が法学部だったのですが、大学 4年

生のときにアメリカに留学しまして、日本の製品がすごく受け入れられてい

て、あれを見て、それでは技術を守る法律を勉強しようと思って日本に帰っ

て来て、知財に関するたくさん資料を見て探していたのですけれども、なか

なか門が狭いということで、……弁理士になろうと思って大学院を探しまし
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た。何校か回ったのですが、この国士舘大学の大学院は15人ぐらいの少人数

で勉強出来るということを聞いてこちらを選びました。

　実は私、大学時代は全然勉強をしなくていつも遊んでばかりいたのです

が、大学院は週 7日、ほぼ毎日来て勉強するようになりました。それができ

たのも、まず初めに先生方と生徒の距離がすごく近いので大学院にいればい

つも話しかけてくれますし、勉強のことも聞いてくれますし、もちろん勉強

も教えてもらえることと、少人数なので研究生、生徒同士がすごく関係が密

になるということで、いつ行っても受け入れてもらえるということが一番の

要因だったと思います。

　大学院に入って、出て、合格 1年後の 3年目に理工学部編入試験に合格し

ました。合格したときは特許事務所にバイトとしていたのですが、その後正

式に契約をしまして、今は理工系の大学に行きながら特許の明細書を書いて

いるということです。

　理系の勉強は、元々私は法律しかやったことがなかったのでちょっと難し

いのですが、何年かやれば特許に出てくる技術自体は、発明者などに聞きな

がら分かってくると思いますので仕事は断然できると思っています。なの

で、法律系のバックグラウンドの方でも特許系に行けるというのは、本当に

そう思います。以上です。

　飯田：質問をいいでしょうか。今は機械ですか、電気ですか。機械工学科

ですね。実は弁理士試験を受かりますとほとんどの人は電気の方に進むので

すけれども、彼の場合は電気ではなくて機械を選んだということです。機械

を勉強してきますといろんな仕事ができるのと、電気と法律というのは、逆

に言うと非常に近い関係です。論理展開をしていく分野がありますので、あ

る意味法律の学生というのは社会科系ではなくて、今は理工系の学生だと僕

はよく言うのですけれども、まさにそれがそのまま彼に通じているのではな
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いかと思います。

　電気と機械と、いろいろ悩まれて僕のところに相談に来られたことがあり

ますが、最終的に機械を選んだ理由は何ですか。

　小山：まずは事務所に行って、もうそのときは事務所にいましたので、案

件を受けて、結構機械系の案件が多いのと、特に電気だと回路とかいうイメ

ージが、入る前に私はあったのですけれど、機械だと、機械工学だけでな

く、流体力学だとか材料力学とか、いろんな分野の仕事が全部関わってきま

すので、幅広く勉強できると思いましたし、飯田先生も機械のご出身と伺っ

ていましたし、西田さんにも相談させていただいて、やはり「機械がいいん

じゃないの」というのがあって、本当に正解だと思っています。

　飯田：ありがとうございました。先ほど佐々木さんの方が大学を卒業し

て、今また大学院で聴講生として話を聞いてという話がありました。第二部

の方で、社会人再教育のことが話題になりますが、実はうちの大学院では既

に行われていまして、大学院の卒業生がかなり、再度勉強しに聴講生として

大学院の方に来られています。続いての太田君もその一人になります。よろ

しくお願いします。

　太田：太田と申します。よろしくお願いします。私は他大学からこちらの

大学院に入ったのですが、他大学では専攻は政治でした。政治から、なぜ私

大系の法律の大学院に入ったのかと言いますと、大した理由はないのです

が、ちょっと興味があったから入ってみました。在学中もそんな感じでふら

ふらと真面目にやらないで何年か過ごしてきまして、気付いたら職がないと

いうことになりまして、「これはいかん」ということで、そこから、卒業し

てから弁理士試験の勉強を初めまして、去年受かって今は特許事務所で働い

ております。

　今の事務所は、先ほどのお二人の弁理士の先生方とは違いまして、結構小

さな事務所で働いています。そういうこともありまして、いわゆる出願の代
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理だけではなく、よく揶揄（やゆ）される便利屋のような感じで、いろんな

仕事を任されてやっております。皆さんも勉強を頑張ってください。以上で

す。

　飯田：質問よろしいですか。本当に大学院を終了してから彼は突然目覚め

て弁理士試験に入ったのですが、その最大のきっかけは隣の人ですか。ちょ

っと付け足してください。

　太田：そうですね。やはり身近に受かっている先輩や友だちがいたので、

すごい支えになりました。やっぱり支えになりましたね。

　飯田：ちなみに勉強を始めて 2年ぐらいですか。

　太田： 2年ちょっとです。

　飯田：一応弁理士試験合格ということで、早くから勉強をしていれば在学

中かなというところですが、どうしても皆さん遅いですね、というところに

なります。彼は今、弁理士試験受験対策講座の指導をして下さっています。

これは学部の学生も入れた指導をしておりますので、よろしくお願いしま

す。どうもありがとうございました。（拍手）

　名波：立川ブラインド工業に勤めております、名波と申します。私は、大

学はここの現ビ卒で、現ビのときは飯田先生のお世話になり、私も佐々木さ

んと同様に「弁理士っていいよ、知財っていいよ」というふうに洗脳され大

学院に進学しました。飯田先生の洗脳能力はすごく高くて、でもそれは、実

際に仕事に就いてみるとすごく良かったなと思います。私、大学院卒業後は

特許庁というところに勤めておりまして、そこでデザインの勉強を少ししま

して、そこから今、民間の企業に行っています。今、現職では特許出願の他

に、意匠出願、商標出願というものを担当しておりまして、出願業務の他に

も契約書の作成をし、大学院時代は著作権専門で学んでいたので、著作権関
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係の仕事もなぜか僕のところに回ってきているという状況にあります。

　会社では、最近転職をして、今の立川ブラインド工業というところに行っ

たのですが。ブラインドを知っている方はいらっしゃいますでしょうか。ニ

ッチな業界ですので、どれぐらい知っているかという認知度を調べたかった

だけですが、私も会社に入るまではブラインドが分からなくて、でも意外と

入ってみると面白くて、どんなところにデザイン性があったり技術の進歩が

あったりというのが、日に日に勉強して面白くなってきているというのがあ

ります。現在は来月に大きな国内展示会がありますので、その新製品発表会

に向けての特許出願の明細書チェックと意匠出願というのをやっております。

　私も大学院を卒業した後も、今の大学院で土曜日は勉強しておりますの

で、大学院で学んだことは社会に出てもすごく役立つのではないかと思うの

で、ぜひ大学院の方に進学してみてはいかがでしょうか。以上です。

　飯田：ありがとうございます。ブラインドというと窓に必ず付いていま

す。それからロールスクリーンとかいわゆるカーテンに属するものを全て扱

っている、日本で一番大きいメーカーさんです。普通はなかなか国士舘の学

生さんでは入れていないところなのですが、一発でスッと入ってしまって、

しかも最初から重要な仕事をやらされ、意匠部門は一人しかいないので彼が

まず入ってということで、大変な活躍をしておられると聞いております。と

ても頑張っておられると思います。毎週毎週大学院の方に来て、また再教育

を受けているというふうになっているのかなと思います。学生時代も弁理士

試験の方は一度も受けていないです。あくまで弁理士ではないところで活躍

して行こうとしていた学生になります。では、どうもありがとうございまし

た。（拍手）

　飯田：次の方は、少し毛色が変わるということもないのですけれども、ま
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ず技術系の大学、大学院を出られて、技術系の企業に入っておられて、それ

からうちの大学院に来られて現職に進んでおられる西田君にお話を伺いたい

と思います。いろんな社会勉強、それからここも世界で超一流の企業ですけ

れども、日本人はあまり知らないと彼は嘆いておりますので、ぜひ聞いてく

ださい。

　西田：ただ今ご紹介いただきました、西田と申します。ここに製品を陳列

させていただいておりますけれども、音楽をやっている方々や音楽が好きな

方は知っている方もいらっしゃると思いますが、オーディオテクニカという

会社で知的財産を担当しております。主にヘッドホンとかマイクロホンなの

ですが、たまにテレビで取り上げられるのですが、なぜか寿司を握る機械を

作っていまして、楽器だけでなくそういったものも取り上げられたこともあ

ります。マイクロホンなどはプロのボーカリストがスタジオで使われるよう

なものもあります、たまにテレビに出て来るようなものになります。実際の

仕事としては、ここにも知的財産課と書いてありますけれども、規模的には

4名程度の課になっていまして、実際に知財担当者が 3名しかおりません。

そのために私は技術系出身ということもあり、特許をやっているのですけれ

ど、最近は特許を補完するようなかたちの意匠、複合的な権利をどうやって

追っていきましょうというような課題も検討しています。

　あとは、商標自体はそんなに登録等の手続きはやらないのですが、現実的

にはブランディングというようなことをやらなければいけない中で、企画か

らいろいろ相談を受けたり、実際にはブランドを立ち上げるというと他社の

権利がかなり厳しく網の目のように張っている、その中をどうやってかいく

ぐっていきましょうかというところで、いろいろと危険があれば幹部にお知

らせをし、「申し訳ないですけれど、これはやめて下さい」と説得をしたり

というようなことをやったりもしています。

　いろいろと考えていきますと、皆さんは権利を取るという方向で仕事をさ
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れていると思うのですけれども、小さい企業の知的財産をやると、かなり経

営に近い幹部の方々と直接話しをしないといけないという機会がかなりあり

ますので、マネジメント的な要素をかなり必要とされます。そういった意味

ではコミュニケーションとか、そういったところを磨いていただいて、興味

があればそういった会社に勤めていただくのもいいのかなと思います。大き

い会社ですと比較的スペシャリスト養成というようなかたちになってきます

ので、特許担当、商標担当、意匠担当というのがありますので、そのへんは

皆さんキャリアを考えたときに、どういった会社に勤めるのかということを

よく検討していただいて、先々どういったことをやろうかというところで選

ぶというのも面白いと思っています。簡単ですけれど以上です。

　飯田：ありがとうございます。何か一つ聞きたいと思うのですが、ここの

大学院を選んだ理由を、理工系なのでちょっとお聞かせください。

　西田：私の場合、転機というのがいろいろありまして、元々は三洋電機と

いう会社で半導体のエンジニアをやっていたのですが、ご存知のとおり三洋

電機という会社はパナソニックに買収されてなくなりました。その結果、当

時ちょうど私が入社した年に中越地震というのがありまして、私が勤めてい

た半導体の工場が全く動かなくなるという致命的な状況になり、物を作りた

くても作れない。売りたくても売れないという状況が 3 年ぐらい続きまし

た。その結果、下に人が入って来るわけでもなく、ただ単にずっと下働きを

していました。これはエンジニアとしては致命的なのです。自分で何かを考

えて何か物を作るということをやらなければいけないのですが、それができ

ていないのです。

　その後いろいろありまして、海外の営業部門に行ったりしていろいろやっ

ていたのですが、いざリストラという話になったときに、現実的に今自分が

できることってなんだろう。次の10年後を考えたときに、私はちゃんとエン
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ジニアとして自立できているのかというのを考えたときに、ちょっと危ない

なというのがありました。そういった中でリストラというところとやってい

ったときに、知財の世界だったら何となくやっていけるのではないかという

希望的観測でしかなかったのですが、入ってみたらやれてしまったのです。

　そういった流れの中で法律を一から勉強してみようというところで、知財

をいろいろ調べて国士舘大学を知り、飯田先生に入学前にお会いしていろい

ろ事情を説明したら、「ぜひ来てもらいたい。機会があれば受けてくれたら

歓迎するよ」と言っていただけたので、それで受けたというところが事情で

す。

　飯田：ありがとうございます。実は理工系出身者はたいてい僕のところに

相談に来られて、理工系出身は結構いますので、「皆さんうまく行っていま

すよ」という話しをさせていただいております。西田君は非常に優秀な学生

で、知財と言いながら経営の中に入っていく。国士舘大学の総合知財の目的

そのものが、大手企業の知財部よりも、中小ということもないのですが、知

財部が小さいところに入って、社長と直説話しができる人材を育成したいと

いうことで今まで考えてきましたので、まさにそこの道に入っていただけた

のかなと思っています。どうもありがとうございました。（拍手）

　飯田：今度は非常に面白いお話も聞けると思います。秋山君よろしくお願

いします。

　秋山：ただいまご紹介いただきました、今ちらっと僕を見て「おっ」と思

った方もいるかと思うのですが、京楽産業から参りました。「京楽」と聞い

てピンときた不真面目な学生もいるかなと思うのですが、まさに僕も大学生

のときは不真面目で、バイトとパチンコばかりして学校に来なくて、今は確

か 1年生か 2年生で足切りがあるかと思うのですが、僕のときはギリギリな
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くて、20単位ぐらいで 3年生になれてしまったものですから、 3年生、 4年

生で100単位取りました。そうしたら勉強がめちゃくちゃ面白くなって、「よ

し、じゃあ大学院に行って勉強するか」と。

　ちょうどそのころに友人たちと ITベンチャーを起こそうという話もあっ

たので、そこで契約書や法律を学ぶにあたって、主に著作権なのですが、そ

の勉強をしたいなということで大学院にも行きました。勉強していく中で、

著作権だけに関わらずもっと知財の専門的な仕事をしたいということで、仲

間内でも話していましたし先生方にも相談していくときに、飯田先生からの

お話もあって今の京楽産業という会社で勤めています。

　パチンコ業界の特許の取扱いというのは、なかなか皆さんは分かりにくい

かと思いますし、多分ここでは僕ぐらいしか就職していない業界かと思うの

ですが、パテントプールという少し変わったシステムをもって業界として特

許を取り扱っています。ずっと指定があるのですが、ジャンプと言われるパ

テントプールの運営会社、取扱いをする運営会社というのを真ん中に置い

て、各メーカー 1機種、 1機種 1台に対して何千円というのを、売った分だ

けそこに実施料として常にお金をプールしていくというシステムになって特

許を取り扱っています。

　なので、そうやって 1件 1件やっていくので、 1個作るのにあたって毎回

ライセンス契約をしてやればいいではないかというのが一般的な考え方なの

ですが、パチンコ 1個を作るにあたって、本当に技術のかたまりなので、モ

ーターを制御するためのプログラム一つ取っても、僕らが特許として出願し

て権利化してしまうという業界になっています。そういうこともあるので、

本当に 1個の機種を作るのに数百という特許権を侵害しないと作れないとい

う裏側がありますので、いちいち構っていられないのです。調査もしていら

れないというのもあるので、もうパチンコを作るための権利はパチンコメー

カーがみんな持っているのだから、仲良く皆で使おうよということで、運営
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会社を 1つ作って、取りまとめてやっています。

　その中で、ざっと現在の設置台数というか市場規模として、平成25年のパ

チンコ業界の市場規模は約19兆円です。そうやって台が売れていて、それで

1台に対して何千円というお金を得る、そういうことによって、特許を実施

するためのお金として150億円というお金が動いています。その中で、下の

方にちらっと書いてあるのですが、最後に150億貯めたところで運営会社が

その150億をよく分からないことに使っても困るので、各メーカーに、また

それを分配するにあたって、実施しているのか、していないのか、改めても

う一度そこで確認しようよということをやった上で、メーカーが使用してい

るなとなったときに、初めて、じゃあそれに応じてお金を払いますという、

1個 1個の契約というよりも、最後の契約でまとめて確認しようという、ち

ょっと変わったシステムを作って運営しています。そういう業界ですので、

逆に言うと基本的に特許というのは勉強していて、自社の発明を保護するも

のだというふうに、多分先生方には教わっているかなと思うのですけれど

も、この業界はまたそれが非常に、自社の方はいいから他社がやっているこ

とを権利化しようという、ちょっと変わったことをやっているのです。

　というのも、このとおり他メーカーの機種でやっていることがお金にな

る、それに応じて何億というお金が分配されて利益になってくるので、自社

がやっていること、もちろんそれも出すのですけれども、他メーカーがやっ

ていることをそのまま出願してしまうという、いろいろ言うと、「一生懸命

にいろいろ教えているのに、余計なことを言うなよ」と言われてしまうかも

しれないのですけれども、ちょっと変わった知財戦略を行っているという特

殊例でしかないのですが、ちょっと面白い、普通とは違う特許をやっている

という業界がパチンコだよと、そこで興味を持ってもらえればいいかなと思

います。

　飯田：彼はパチンコ好きが高じてパチンコメーカーさんに入って、もうパ
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チンコの中身がすごく分かっているものですから、技術屋さんとしてスッと

中に入って行って、今すごい件数の出願系を扱っておられるのです。特許事

務所に 1件出すと、彼の采配で一人 1カ月に何千万円動くのですか。

　秋山：僕は今 3 年目で、実質 2 年ちょっと出願業界をやっているのです

が、多分 1億円ぐらいのお金を使わせてもらっているのではないでしょうか。

　飯田：それぐらい彼一人でハンドリングできるという人です。パチンコメ

ーカーさんに言わせると、「本当にパチンコが好きな子がいたら取りたいね」

ということなので、ただ、勉強もしないと駄目ですが、仕組みをしっていれ

ば取りたいということもあるのかと思います。それから、彼はパチンコだけ

というわけではなくて、まさに大学院に入って来られたときにはベンチャー

企業立ち上げという、本当に崇高な目的を持って来られて、その会社も成功

して売り払ってしまったという経歴の持ち主です。ベンチャーとパチンコと

どちらがいいですか。

　秋山：元々パチンコが好きでしょうがなかったので、そこは好きなことを

仕事にしているプロ野球選手と同じ気持で、今仕事をしています。（拍手）

　飯田：毛色が全く違う話になります。名波君と同じような立場で働いてお

られるということで、佐藤さん、よろしくお願いします。

　佐藤：特許庁審査第一部意匠課で意匠審査の仕事に伴う作業しております

佐藤と申します、私は国士舘大学の現代ビジネス法学科で著作権を中心とし

て勉強しました。 3年生のときに就職をしようかと思っていたのですが、ど

うしても知財の勉強を続けたいという気持ちが勝ってしまいまして、大学院

に入学することになりました。

　大学院で同期の子や先輩とたくさんの判例研究などいろいろ勉強をして、

その後特許庁が所管している独立行政法人、通称 INPIT と言うのですが、

そこで事務を 2年ちょっとやりまして、今現職に就いております。現職では
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意匠審査基準室というところで調査員をしておりまして、調査内容としまし

ては、意匠審査基準に関する調査や、お客さまからの意匠に関するお問い合

わせの対応や、意匠審査基準室内の会議の運営等を行っております。

　大学と大学院で勉強してきたからこそ現職に就けたのではないかと思って

いる部分と、また判例研究もたくさんしてきたので、いま意匠なのですが、

やはり著作権と関わる部分がとても多いです。応用美術とかで関わってくる

ことがございまして、著作権の勉強もきちんとしていたので、応用美術であ

れば大体何件か判例を見て、判例がこれとこれとこれで、というようなこと

が、すぐに頭の中の引き出しから出せるので、ちょうど探すのにあたっては

役に立っているかと思っています。私も毎週土曜日に大学院の方に行って授

業をまだ受けています。簡単ですが以上です。

　飯田：専門は著作権ですけれど、意匠は面白いですか。

　佐藤：すごく面白いです。物の形態図面を読むのに今苦労していますが、

とても面白いことだと思うので、意匠に興味を持ってくださる方が増えてく

れればと思っております。

　飯田：知的財産法の講義の中で意匠を勉強されるときに、ぜひ意匠検索も

やっていただけると面白いのかなと思います。そうすると、実際の意匠が何

かということが分かると思います。実は私ごとなのですが、私は服飾デザイ

ンということで、女性服のデザインをチェックするという仕事もしていま

す。そういういろんな分野が、現代ビジネス法学科を出て大学院に来ると、

ものすごく職種が広がって来るのだということを覚えていていただけるとあ

りがたいと思います。ありがとうございました。（拍手）

　飯田：ちょうど今の話につながってくるのですが、特許調査とか意匠の調

査、商標の調査という部門を大きく扱っているところに勤めておられる島田



最先端技術関連法研究所 主催　知財シンポジウム　報告　　113

さんに、次にお話しを伺いたいと思います。よろしくお願いします。

　島田：独立行政法人工業所有権情報・研修館という場所にいます島田と申

します。ここの独立行政法人工業所有権情報・研修館、ちなみに何をやって

いるのかと言いますと、ここにも出ているかと思いますが、INPIT、昔で言

う IPDL、特許電子図書館というものを運営したり、人材を育成するために

有料で研修をやったりしている場所なのですが、私がいる部署は相談部とい

う部門になっておりまして、一般の方、中小企業の方が出願をなさりたいと

か、どういうふうな流れで特許庁が審査しているのかというものを相談して

くる方に対して、「こういうふうなかたちですよ」と、相談にお答えすると

いうような業務をやっております。

　私も最初、現代ビジネス法学科というところで、 2年生から飯田先生の下

でお世話になり学んで行く中で、大学院にも進んでみたいというかたちにな

り、今のところで働かせていただいているのです。総合的に、いろいろな特

許、意匠、実用新案、いろいろな権利のことを学ぶことで、こういうふうな

ところにも就けますよというかたちになるかと思いますので、ぜひ皆さまも

頑張っていただければと思います。以上です。

　飯田：島田さんはすごい人で、特許庁にちょっと聞きたいなと思って電話

すると、サッと電話口に出て来る女性です。もう一人女性はいますか。

　島田：一応女性はいます。女性も男性も、男性の方が多いのですけれども。

　飯田：では違う女性になるかもしれませんが、 2回ぐらいやると彼女が出

て来るかもしれませんのでぜひ電話をしてください。何にでも対応できると

いう、それだけの知識を大学院で学ばれたということですので素晴らしい。

仕事の面であらゆるところに、ここを終わってもいろんなところに進んでい

けるというバックグランドを持ったのではないかなと思います。ありがとう

ございました。（拍手）
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　飯田：では最後に、実は今年最終合格まで間違いなく行くであろう、論文

合格までは終わっておりまして、面接もついこの間終わったという、内田君

にお話しを伺いたいと思います。よろしくお願いします。

　内田：総合知的財産法学研究科 2年に在学中の内田と申します。自分も国

士舘大学の現代ビジネス法学科を出て、大学院に入って今勉強しているとこ

ろです。大学時代は飯田先生のゼミでお世話になっていて、弁理士という資

格・職業についても早いころから知れたということが、今のところ一番良か

ったかなと思っております。当初はすごく知的財産に興味があったのですけ

れども、少し難しい職業だなと思って敬遠していて、 4年生のころに就職活

動などして、やはり弁理士を目指そうということでここの大学院に入りまし

た。

　勉強を 4年生の今頃（10月）から始めたので、ちょうど丸 2年ぐらいなの

ですけれども、つい先週口述試験がありまして、先ほども少しお話しがあり

ましたけれども、口述試験の試験官の人といろいろ質問が終わったあとに雑

談みたいなものがあるのですが、そのときに「国士舘の大学院で勉強をして

います」と言うと、その試験官の方々も「あ、国士舘だ」ということで、

「そこはちゃんと勉強しているんだね」ということを言われて、国士館の知

的財産というイメージがすごく強くなってきているのだ、ということをすご

く実感しました。皆さんも興味があったら知財大学院に入っていただければ

なと思います。以上です

　飯田： 4年生の秋、いつから試験対策の勉強始めたのですか。

　内田：ちょうど 9月、10月からです。

　飯田： 9 月、10月からですので、本当に短期間でよく頑張ったと思いま

す。松蔭の考え方そのもので、毎日学校に来て、毎日文字を書いていたとい

うことで合格しております。合格者の方はほとんどそうなのですが。あと、
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内田君もこれから弁理士試験の対策講座の方の講師をやっていただきますの

で、ぜひ学部の皆さんも参加していただけるとありがたいと思います。みん

な 4年生や、あるいは大学院のときに、受かりそうで受からなかったという

のが今年踏ん張れると、今年は去年よりも110名合格者が少なくなってきて、

非常に厳しい時代になったときに合格ということになりましたので、国士館

は捨てたものではないということです。

　ちなみに国士舘大学の中学、高校を出て大学院に来た、全く学生時代に勉

強方法を知らなかったという学生も、実はうちの大学院を出たその年に面接

試験の短答式まで合格しておりますので、それだけの力はちゃんと付くとい

うことを覚えていただければと思います。

　どうもありがとうございました。ここでバトンを加藤先生に戻します。

　加藤：どうもありがとうございました。これで第一部の終了とさせていた

だきます。

（休憩）

　第二部については、次号（第16号）に掲載します。


